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に腹背方向の単純 X 線撮影を 1 日ごとに撮影を行って評価した。ス















m でほぼ均一であるが、長さは 0.1 ないし 2.0 m と多様であった。
3 ヶ月齢の若犬では、0.1 から 0.5 mm 径ほどの小さな網孔が観察さ
れるようになり、6 から 12 ヶ月齢の犬では網孔の直径に大きな多様







た。3 ヶ月齢の若猫では、0.1 から 0.5 mm 径ほどの小さな網孔が観










１個体当り 188±20 個存在し、その大きさは、長軸 0.98±0.2 mm、
短軸 0.54±0.1 mm であった。多くの層板小体が単体で存在してい
たが、一部はそれらの集合した複合層板小体も観察された。その機
能は、腸間膜内の血管周囲で密に存在していたことから、血圧など
の血流情報の受容に関与する圧受容体である可能性が示唆された。  
 
以上の研究から、犬の大網の広がりと移動性を明らかにしたこと、
さらに犬および猫の大網に認められる網孔の特徴と成長に伴う変化
を明らかにしたことは大いに評価される。また、腸間膜に存在する
層板小体の分布や形態を明らかにし、新たな機能性を示唆する価値
ある成果である。  
著者は臨床業務に従事する傍ら、一連の研究を遂行しその成績を
学術論文雑誌に３報公表するなど、研究に対する真摯な姿勢と高い
学識が読み取れる．これらの成果は、術後の腹腔内臓器の治癒の促
進ならびに癒着による機能障害を軽減させるための研究に欠かすこ
とのできない知見であり、今後の獣医臨床学の発展に大いに寄与す
るものと考えられ、高く評価される．よって、審査委員一同は本論
 ５ 
文が博士 (獣医学 )の学位論文として価値あるものと認め、合格と判
定した．  
